
 
 
  ２．建学の精神、設置の目的について 
 
   〔建学の精神〕                                                    
      「師弟同行のもとに実学の精神を尊重する」 
       ここに「実学の尊重」といわず、あえて「実学の精神」を謳うのは、世知という意味   

     での実学にとどまらず、学問を通じて人格の向上に努め、豊かな人間性と自在の精神を   

     育て、先見性と創造性をもった有為な青年を育成することである。 
 
   〔学園の目的〕                                                    
    この法人は、教育基本法、学校教育法に基づき、実学の精神を尊重して、教育事業を 

行い、新しい時代にふさわしい人材を育成することを目的とする。（大淀学園寄附行為第３条） 
 
   〔大学の目的〕 
    本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、学術の中心として広く知 

   識を授け、深く専門の学芸を教授研究するとともに、大淀学園の建学の精神にのっとり、

   個性豊かにして知的教養をもった有能な人材を育成し、もって文化の創造発展と、社会 

   ・人類の福祉に貢献することを目的とする。（宮崎産業経営大学 学則第１条） 
 
   〔高校の目的〕 
       本校は、教育基本法及び学校教育法の精神に則り、中学校における教育の基礎の上に   

     心身の発達に応じて高等学校教育を施することを目的とする。（鵬翔高等学校学則 第１条） 
 
   〔中学の目的〕 
       本校は、教育基本法及び学校教育法の精神に則り、小学校における教育の基礎の上に   

     中等教育を施することを目的とする。（鵬翔中学校学則 第１条） 
 


